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「真宗儀式の教相 法要式をめぐって―葬儀式―」 

講師：竹橋 太氏（真宗大谷派儀式指導研究所 研究員）／ 2023 年 12 月 6 日開講 

 

※名古屋教区教化センター主催公開講座「真宗儀式の教相 法要式をめぐって―葬儀式―」を担当スタッフがデータ化し

たものに、竹橋太氏に手を加えていただきました。 

※講師の肩書は講座開講当時のものです。 

 

 

 

儀式とは如来の教化 

真宗大谷派の宗憲で第 12 条に「儀式」という項目があります。 

第１項では 

本派の儀式の主なものは、次のとおりである。 

一 法要式 

二 得度式 

三 帰敬式 

第２項 法要式は、佛祖を礼拝し、所依の聖教を読誦し、佛徳を讃嘆して報恩の誠を尽くす儀式で

ある。 

第５項 儀式に関する重要な事項は、条例でこれを定める。 

この第 5 項の「条例」にあたる儀式条例が 2023 年 6 月の宗会で全面改正されました。それまで

の儀式条例は昭和 23 年、1948 年に定まってから、ほとんどそのままだったんです。それを読むと、

どこで誰が儀式をするのかなど、細かいことがあまり分からない。こんな儀式があるという羅列さ

れた程度の儀式条例だったんです。宗憲が改正されたのが昭和 56 年、1981 年のことです。それ以

来この条例の改正が、ずっと課題となっていました。ようやく今年の 6月の宗会で改正することが

できました。今回の改正で一番大切なこととしては、第 2条 「儀式の本旨」が設けられたことです。

当派の儀式はどういうものなのか、そういうことがはっきりと表されています。 

本派の儀式は、阿弥陀如来の往還二回向成就の相をもっての教化を本旨とする。したがって、

儀式に関わる者はすべて、威儀を整え、如来の教化にあずかる者として、仏恩報謝と聞法の姿

勢を旨としなければならない。 

というものです。「阿弥陀如来の往還二回向成就の相をもっての教化」。「阿弥陀如来の」は

「往還二回向成就の相」と「教化」の両方にかかっています。これは、宗憲に由っています。 

（教義） 第８条 本派の教義は、宗祖親鸞聖人が、佛説無量寿経に基づいて、顕浄土真実教

行証文類を撰 述して開顕した本願の名号を体とする往還二種廻向を要旨とする。 
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「本派の教義」というところで「往還二回向」という言葉が出ておりますが、それを受けた形

で「阿弥陀如来の往還二回向成就の相をもっての教化」となっています。ですから、儀式という

のは如来の教化なのだということをはっきりといっています。 

〝我々が〟勤めるものでありますけれども、〝如来の〟教化なのだということです。これが分

かりにくいところなんですが、「如来の教化」というものが、どのように成り立つのかというこ

とを考えた時に、教化に使われる手段を考えてみると、我々の表現ではない教化、というものは

ないんですね。全て我々に向けてであり、我々の持っている表現手段においてある。我々の世界

の中に阿弥陀如来が現れる、そういう形で教化が行われる。こういうことだと思います。                                                                                                       

真宗の信心と言えば、南無阿弥陀仏という言葉で表現されるわけですけれども、頭が下がるとい

うことと言えると思います。その頭を下げさせてくださるはたらき、そういうものを〝阿弥陀如来

の還相回向〟と呼んだり、〝如来の説法〟と呼んだりすることができるだろうと思います。親鸞聖

人は、 

然れば、弥陀如来は如より来生して、報・応・化、種種の身を示し現わしたまうなり。 

（『教行信証』「信巻」『真宗聖典』第二版 320 頁） 

と、おっしゃっていますが、阿弥陀如来はどんな形をもとって我々の前に現れてくださる。だから

儀式という形をとって、我々に分かるような形で現れてくださるわけです。 

儀式というのは宗教には付き物です。他の宗教・宗派でも行われています。葬儀ももちろんその

中の一つであって、そういう形で如来が我々を教化するということです。その儀式は、如来の教化

の一つであるわけです。お釈迦さまが説かれたお経の世界が、我々に見える形で表現されている。

そこに頭を下げて聞く。頭を下げる、手を合わせている。それはまさに南無阿弥陀仏というものを

形にしたものです。形が先にあると言うか、そういう形の中から教化を受けていく。もちろん、そ

この中で説かれているものの内容も大切ですけれども、阿弥陀如来に対して、浄土という世界に対

して、頭を下げて教えを聞く、そういう形が取られているということです。 

それは成就の相なんですね。すでにでき上がっているんです。信心そのものを表しているんです。

もっと言うと、南無阿弥陀仏ということが信心を表明しています。私が阿弥陀さまに南無します、

と言うだけではなくて、本当に頭が下がる、そのことを南無阿弥陀仏として、言葉として表現して

くれた先輩がいた。その形を我々は習って、そこから信心というものを頂いていく。そういうこと

であろうと思います。 

ですから南無阿弥陀仏は果なのです。因ではないのです。因であれば、南無阿弥陀仏を称えるこ

とによって救われる、ということになります。それは自力、ということになります。そこが、浄土

真宗の分かりにくいところですよね。南無阿弥陀仏は果、結果の果です。もし因、原因ということ
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であれば、たくさん念仏すればいいんです。南無阿弥陀仏を何万遍でも何千万遍でもとなえればい

いんです。念仏をすることによって私はすくわれました、ということになります。 

たしかに、念仏をするということによって、その功徳があると、そういう言い方を聞いたことが

あるでしょう。簡単に言うと、神社に行ってお賽銭を入れると何かいいことがあるんじゃないかと、

ちょっと思う。今年は子どもの受験があるから、いつもは五百円のところを千円入れるとか、お金

をたくさん入れれば効き目があるような気がする。それと同じように、たくさんお念仏をしたらい

いことが起こるだろうと、そういう気持ち、あるのではないですか。 

もっと言えば、善いことをすれば善い結果が起こると、そういうふうに思う。そうやって我々は、

明日のために今日を過ごしているのではないですか、明日のためによりよいことをして、よりよい

世界をつくるというふうに。これは間違っているというわけじゃないんです。我々は基本的にそう

いうあり方しか、できないわけです。だから、自力しかないんです。しかし、自力しかないけれど

も、それがかなわないと、世の中がおかしいといって人のせいにしたり、自分の思う通りにならな

いということで自分自身を受け入れることができない。そういう苦しみがたくさん出てきます。そ

の苦しみは自らが招くわけですけれども、それを世界のせいにしたりしながら我々は生きていると

いうことです。 

善いことをすれば善い結果が得られる。そういう思いは我々の中に必ずあるはずです。それは自

力の構図ですよね。それで生きているわけです。それ以外の生き方はないのです。だからそれはそ

れで、善いも悪いもないんですよ。ただその中に、自分の、人間の善悪ですから、必ず毒が含まれ

ている。それは自分自身をも苦しめることがあるし、人を苦しめることもある。そういうことを明

らかに知っているかどうか。大切なことは、それ以外にないと思います。念仏に出あって信心を獲

たから、明日から他力に生きることができますとか、そういうことではないのですね。自力で生き

ていることが、よりはっきりする、自力でしか生きられないということをはっきり知る。 

そもそも自力ということは、他力に出あわないと存在することができません。頭が下がった、あ

あ、私は自分自身の善悪で生きていたんだな、そうだな、と気付く。それを教える力を他力という

のであって、他力と出あったら、これからは他力で生きていきます、ということはできないんです。

自力で生きていると分かる、そういうあり方が、浄土真宗の持つすくいです。それ以外はありませ

ん。 

そういうことを知らされた時に、南無阿弥陀仏と頭が下がる。その姿がご信心の姿です。そうい

う形が表現されている。儀式はまさに聞法している形であるわけです。お経が読まれたり偈文が読

まれたりして、それを座って聞いているわけだから、仏の言葉が聞き取れているという形をとって

いるわけです。本当は何をいっているか分からないけれども、そういうような、ご信心をいただい

た姿形を真似している。そういうものが儀式だと思います。 
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死んだら終わりかー往生浄土とは？ー 

それから、仏教はあなたに、生き方を教えるものではありません。生き方を模索している〝あな

た〟、自分の欠点を上げて、それを直そうと考えている〝あなた〟また、今、この話を聞いて、訝

しく感じている〝あなた〟を問題としています。自分で自分の姿を見て、こういう悪いところがあ

ると思ったら、そういうところを浄土真宗を聞いて直していこうとか、そういうふうに思っていら

っしゃる方がいるかもしれませんけれども、そう思っている自分の方が問題なのです。自分で自分

を直すために聞くということは、生き方を学ぶということです。私が生きていくというところに、

仏教をどうやって活かしていくのかということです。でも、そうではありません。私がどうして生

きていくのか。 「私」は 「私」が見ている 『私』を直したいといっている、そこの 「私」にどんな

根拠があるのですか。 

『私』を見ている 「私」、そして見られている 『私』、そういうふうに自分自身が、二つに分か

れているわけです。そうなると、自分で自分を受け入れられなくなる。死んでいく自分というのは

受け入れられない姿です。年老いていく自分、色々な欠点を持った自分、そういうものは受け入れ

られなくなっていく。そういうあり方を苦しみであると仏教は考えるんです。もちろん、自分自身

の中で、自分が人に褒められると嬉しい。それは結局、自分が分裂せずに自己一致、一つになって

いるわけです。普段つまらないと思っている自分自身が褒められて、自分は結構いいんだなと思っ

て嬉しくなる、そういうような生き方をしているのだと思います。 

それで、その見られる自分を少しでも高めようと、よりよく生きようとする。我々にはそれしか

ないと先程から申し上げています。よりよく生きようとしているというわけです。 

そういうふうに生きていて、それだけでは苦しくないだろうか、その姿は一体どういうことなの

か。自分で自分を苦しめている自分、苦しんでいる全体、そういうものはどうなっているのか。そ

ういうことを鏡に見せるように知らせてくださるのが仏教であると思います。知るということだけ

で変わるということは、人によってはあるのかもしれませんけれども、根本的な構造は変わりませ

ん。やっぱり自分がいいと思うことをしていくということは変わらない。だから、人間であるとい

うこと自体が問題であるというのが、仏教の考え方だと思います。 

先月、本山の参拝接待所と大谷祖廟、収骨、納骨を取り扱う二ヶ所の職員で学習会をしたんです。

そこで供養ということについて話をしました。 「供養」という言葉を聞いたら、浄土真宗は供養し

ないんだ、と簡単に考えてしまいますよね。浄土真宗に供養はないんだと。例えば、門徒さんが、

永代供養をお願いしますとか、亡くなった人の供養をお願いしますとかといった時に、一体どうす

るのか。これは話をすれば、葬儀をするということはどういうことなのか、葬儀をしてもらう人と

葬儀をしている僧侶とのすれ違いみたいなことも同じ話になると思います。遺族の方が望むものと
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僧侶の望むものは必ずしも一つではないですね。お父さんお母さんが亡くなったその供養のために

念仏をとなえているんです、と聞いたら、つい僧侶のほうは、 「浄土真宗では親鸞聖人が 『父母の

孝養のためとて、一返にても念仏もうしたること、いまだそうらわず』（『真宗聖典』628 頁）と

おっしゃっているから、それは違う」、と言いたい。死んだ人のためではない、生きているあなた

のために浄土真宗はあると、そんなことを言ってしまうのではありませんか。 

参拝接待所や大谷祖廟の職員は、実際、納骨や永代経をお願いする人たちに、亡くなった方のた

めに供養してほしいと言われるわけです。それに対して一体どう答えたらいいのかと、そういうこ

とが自分たちの中で疑問になっていたわけです。もちろん僕が答えを教えられるわけではありませ

んけれども、少しそういうことでお話をしました。 

それからもう一つ、ある時、東京の若い僧侶たちと一緒にお話をした時に、先輩から「亡き方を

浄土に送る」という言い方をしてはいけないと習ったと聞きました。即得往生だから我々が送らな

くても往けるんだとか、亡き方を浄土に送るというのは実体的な浄土を想像して、そこに死んだ人

が生まれていくというような感じがして、どうも違うような気がすると。そういうようなことで葬

儀の時に、亡き方を浄土に送るという言い方はどうかなと、そういうふうに先輩の僧侶に言われた

というんです。 

それから、もっと根本的な教義の話、教学の話で言うと、最近は往生浄土、浄土に往生するとい

うことをあまり問題にしなくなったような気がします。ご信心とか本願、そういうことはよく聞く

のですが、浄土に往生するということを言いづらくなっていませんか。 

我々、浄土真宗の僧侶においては、かなりの方々が、 「死んだら終わりだ」という考え方を持っ

ているように思います。僕自身もそういう世界を生きていると思います。浄土真宗の教えというの

は今の教えだと、生きている人のための教えだという言い方をして、逆に、供養だとか、浄土に往

生したとかということを言わない。 

それから、門徒さんに、おじいちゃんは今ごろ浄土に着きましたかねと聞かれて、びっくりして

答えられないとか。それから、4、5年前に往生についての議論がありましたね。死んで往って、生

まれてまた還ってくるんだと、確かにお経にはそれらしいことが書いてあったりするので、そうい

うことを私は信じているというような言い方で、有名な先生がおっしゃった。そうしたら、それに

対して、きちんとした回答がなかったと思うんですよね 。 

「死んだら終わり」だというのと、 「死んで生まれ変る」というのは同じ問題があると思います。

死んで生まれ変るという言い方に蓋をして、そういう古い考え方を信じる人がいるのか、というよ

うな形で我々は思っていて、このただ今のご信心だ、本願が私にはたらいているのだというような

言い方で、浄土往生ということについての、未来とか、時間ということを思わせるような教義を避

けていないですかね。親鸞聖人が浄土に往生するという言い方でおっしゃった、それがどういうこ
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となのかということを考えなくてはいけないのに、そういう言葉を避けるというのはどうでしょう

か。 

釈尊の覚りが、わざわざ浄土という表現になったわけです。仏教というものの真理が、浄土とい

う表現を生んだわけです。正覚をいただく、覚りをいただく、そういうことを浄土に往生するとい

う形で表現し直したわけです、我々の機に合わせてですね。そういうことの意味が失われているの

ではないでしょうか。それでは釈尊の覚りと浄土真宗は関係ない、そんな話になりかねません。 

 

死の発見は世界の発見 

儀式とはどういうものかというところから、今の課題について、もう少しお話をしていきたいと

思います。 

人間は儀式をするようになって人間となった、と言われています。1997 年の上田紀行さんの文章

を資料として出しました。 「宗教はそもそもいつから始まったのだろうか」ということで、人間と

いうこと、葬儀ということを課題とする文章なんです。 

その点については、約 6万年前、ネアンデルタール人にその萌芽を見ることができるという

のが現在の一般的な説である（もう三十年ぐらい前の文章ですけれども）。 

それはアメリカの自然人類学者、ラルフ・ソレッキによる、1950 年から 60 年にかけてのイ

ラクのシャニダール洞窟の調査の結果、その遺跡から、埋葬と死者儀礼の跡が見つかったこと

による。 

まず 4 万 5 千年前の地層から見つかったシャニダール１号と呼ばれる人骨は死亡年齢 40 歳

前後の男性で、左目が不自由で、右腕は何らかの事故で切断されていたが、その骨の先が治癒

していることから、右腕を失ってからかなりの年月を生きていたことが推定された。このよう

な身体に障害のある人物が、狩猟採集に参加していたとは考えにくく、それにもかかわらず当

時の平均死亡年齢を超えて生き続けていられたのは、仲間が助け合っていた証拠であると、ソ

レッキは考えた。もしそうだとすると、こうした行動は動物には見られない行動であり、明ら

かに人間的な共同性がそこに出現していたことになる （〝群れ〟ということではなくて、〝社

会的な共同体〟というようなものがあったということですね）。 

また 6万年前の地層から発見された、シャニダール 4号人骨はそれ以上に反響を呼んだ。死

亡年齢は 40 歳前後の男性で、頭を南に向け、左腹を下にして、体を曲げた状態で埋葬（屈葬）

されていた。そして、周囲の土を分析したフランスの人類学者ルロア＝グーランは、驚くべき

結果を発表した。土からは大量の花粉が発見され、それらは 8 種類もの薬草の花粉であった。

それらの花粉が洞窟の中に自然に落ちたとは考えにくく、死に際して花を手向けられた証拠で

はないかと指摘したのである。 
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ソレッキは、これを死者に花束を捧げて埋葬した跡であり、花粉は死者の上半身に集中して

いるのは、胸の上に花束が置かれたからだと推定した。とすれば、ネアンデルタール人は、6万

年前にすでに死の意味を知り、死の儀礼を行っていたということになる。そのことから、ソレ

ッキはこれを原始的な宗教の萌芽であると考えたのだった。 

（上田紀行『宗教クライシス』岩波書店 1997 年） 

実はこの花粉については、その洞窟に住んでいるネズミが運んだのではないかという説が、最近

は主流になっています。埋葬跡がたくさんあった中で、一つのお墓にしか大量の花粉がなかったと

いうこと、それからそこに花を食べるネズミがたくさんいたらしくて、そういうもののせいでそこ

に花粉が溜まったんじゃないかというのが最近の説だそうです。花は手向けなかったとしても埋葬

したということで、同じことだと思っていただければと思います。その次がまた大切です。 

さて死の観念が発生し、死の儀礼が行われていたとすれば、それを人類における宗教の萌芽

と認めることには異論はないだろう。それに加えて、ここで特に着目しておきたいことは、こ

の宗教の萌芽は、人類における「世界」の発生とも重なり合っているということである。 

死の観念が発生したということは、「死」だけについて何かを意味しているわけではない。

「死」の世界の発生とは「死んでいない世界」と「死の世界」とを分けるという二分法が発生

したということに他ならず、それは「生」の世界が同時に発生したということを意味している。 

もし「死」の観念がなければ、自分が「生」の世界を生きているという観念もないというこ

とになる。そして、「世界」という観念自体がそこでは成立しない。つまり、「死」の観念の

成立は、実は人類にとって、「世界」の発生だったといえるのである。（中略） 

このことは、人類の精神史にとって決定的に重要である。われわれは普通、人類にはまず「世

界」が存在し、その後にその世界の中に何らかの必要があって「宗教」が成立したと考えがち

だ。世界→宗教の順で成立したと考えがちなのである。しかし、実際に起こったことは、世界

と宗教は同時に発生したということである。死の観念を持ち、死の儀礼を始めたとき、人類は

宗教と世界を同時に獲得したのである。 

（上田紀行『宗教クライシス』岩波書店 1997 年） 

例えば、そこに動かなくなった人、異なった状態になった人がいるわけです。この人が死んだと

いうことで葬儀をするということは、 「この人は死んだと分かる」、そういう自分、見る眼がある

ということです。この人が死んだ、だから埋葬するわけです。動物はしませんね。基本的に穴を掘

って埋葬するというのは人間だけです。このような埋葬を〝葬儀〟と言っていいと思いますけれど

も、その人は死んだんだと、明らかに生きている状態とは別なんだということを判断できる人がい

るということです。 
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この人が死んだということが分かる私がいる、そして私も死ぬんだということが分かる、自分自

身をも、外に見ることができる私がいる。自分自身が、二つの世界を生きるようになった。二つ以

上かもしれませんが、〝見る自分〟と〝見られる自分〟です。自我の構造ができたということです。

仏教の言葉で言うと 「我」「我所」、私と私のもの、私の世界です。一つのものが二つに分かれた

んです。それによって人間は、自分自身で自分自身を考えたり、自分の悪いことを直して、よりよ

く生きたりすることができるようになったわけです。自分自身にとってよりよい世の中に改造でき

ないだろうか、そういう形で技術が進みました。これは科学でもそうです。 

これは自と他ということです。世界と一つになって生きていたものが、世界と自分というかたち

で、世界と別れたということです。二の世界を生きている。犬は、まあそういうことが全く無いと

はいえませんけど、隣の犬が亡くなったから次は僕の番だな、ああ寂しいなというふうにはならな

いんだと思います。たしかに隣の家の犬がいなくなって寂しくなってワンワン鳴いていると、そん

な話も聞いたことがあります。しかし、その犬がいないことが悲しいのであって、死んだとか、そ

れが不安だという感じではないのだと思います。 

だから、人間が他の生き物と決定的に違うのは、分別と言ってもいいんですが、自他の意識、そ

ういう構図を持っている、二の世界を生きているということです。これが全ての苦しみの始まりだ

と思います。どんどん欲望が開放されて、かなわないことはないのではないかという形になってき

ました。先日、大阪大学の石黒浩先生、自分とそっくりの顔のアンドロイドを作った有名な先生で

すが、その石黒先生がある仏教会で話していたことが新聞に載っていました。肉体は死んでも意識

は生き続けられるというような、要するに機械に意識を渡して死なない体を持つようになるという、

そういうような別の世界がこれから現れるのではないかということをおっしゃっていました。そう

なったら仏教は必要のないものとなってしまうのでしょうか。 

今のところ我々自身にとって一番受け入れられない自分の姿は、死ということでしょう。思う通

りにならないということで言えば、お釈迦さまは四苦八苦、生 ・老 ・病 ・死 ・求不得苦 ・愛別離苦 ・

怨憎会苦 ・五蘊盛苦といわれました。とにかく生きることは全て苦である、「一切皆苦」というの

が基本です。これは覚りの世界の言葉ですよ。我々には楽しいこともあれば苦しいこともある、そ

れで我々は生きていけるわけですけど、お釈迦さまから言えば、そういう生き方自体、全て苦なん

だと。苦というものに帰結するとおっしゃっています。それは二の世界という、自他の構造を持っ

ているからです。自分自身の中に大きな裂け目があるわけです。人に褒められたら嬉しいのは、〝

見られている自分〟を、〝見ている自分〟が受け入れて、一つになって安心して嬉しくなるという

ことです。また、音楽を聞いている時とか、好きなことをしていたり、趣味に没頭している時、そ

ういう時は自分が一つになってちょっと安定しています。しかし、普段は自分自身はやっぱり二つ

に分れています。別に苦しいことはないよという方は幸せです。しかし、それ全体をお釈迦さまが
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一切皆苦といわれているということも知っておいていただきたいと思います。それがどんなところ

にどんなふうに苦として現れてくるかは分かりませんけれども、たくさんの裂け目があるに違いな

いんです。 

だから、 「世界の発見」と言われているのは、〝自分〟と〝世界〟というふうに二つに分かれた

ということです。例えば、犬は 「自分が世界を生きている」という感覚がないんだと思います。自

分自身生きることと、世界とが一つになっていると思います。病気になって、なぜ自分は病気にな

ったんだろうかとは思わない。不平を言わずに、病気の身をそのまま生きています 

人間の長所であり欠点が、そこにあると思います。二の世界を生きているから、人間は病気を直

せるようになったし、直そうと頑張ることができる。また逆に、なぜ自分だけがこんな目に、と苦

しむこともあるでしょう。それが人間の特徴です。 

死というものを見つけることによって世界を発見した。考古学的に言っても、葬儀の跡が見られ

るようになるぐらいから、文明的なものが一緒に発見される。いま読んだ資料はネアンデルタール

人のことですが、我々新人類であるクロマニョン人というものも、ネアンデルタール以上に儀式と

いうものを多用して、団体行動を取ることによって、優しかったネアンデルタール人を滅ぼしたの

だというようなことが言われています。世界を発見するということと死を発見するということと、

宗教というものが一緒に生まれたのではないかというのが、ここでいわれていることなんです。 

 

 

儀式によって一つになる 

だから、人間というのは自分自身の中に根源的な分離を抱えて存在しているのです。自分が一つ

で、何の問題もなく安定して生きていますか？二つになっていて、非常に不安定なものだと思いま

す。だから色んな問題があって当然なんだと思います。悩みがあったり苦しみがあったり、それは

当たり前のことに違いないんです。浄土真宗のご信心を得たからといって、そういう問題が解決す

るというわけではなくて、なんで悩んでいるのかと、そういう形だけは分かるということです。分

かったからといって悩みが消えるわけでもないと思います。お金が無いと悩んでいたらお金があれ

ば解決するわけだけど、ご信心をいただいたからといって、その悩みは解決するわけではありませ

ん。いくらか生きやすくなるかもしれませんが、それは分かりません。 

オウム真理教はクンダリニーヨーガを実践していました。それはふだん自分自身でコントロール

できない自らの自律神経を、ある程度操るような術なんです。脳内麻薬などを自分でコントロール

するのです。苦しみがあればあるほど、それをヨーガで消化して強い快感にすることができる。怒

りでも何でも強い感情があったら、それをヨーガで別の形にすることによって、強いエネルギーを

快感のエネルギーにする。簡単に言うと脳内麻薬を出すんだと思います。そういうことを「悟り」
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といいました。体験した人は大変に驚いたようです。つまらない、とるに足らないと思っていたこ

の自分、勉強ができるとかできないとか、運動も得意かとか得意じゃないかとか、死んでゆく、世

の中では通用しない、そういうつまらないこの身体に、自分自身の意識を凌駕する、追いやるよう

な、体験をするわけです。この私、この体、こうやって生きていることに本当に充実感があるんだ

な、意味があるんだなと。そういう形で自分自身の分離というものを解消していったのかなと思い

ます。 

声明を一生懸命やっていると気持ちよくなるというのも、ちょっとこんなことと関係があるのか

なと思います。だから、そういうことを頑張り過ぎるのはよくないというような、そんなことをお

っしゃる方もいます。でも、どの道みんな自分でどこかで何かやっているんですよ。気持ちのいい

ことがあると、そこで自分自身を休めることができる。ただ仏教というのは、そういう自分を問題

にしているんだということを考えておいていただきたいんです。 

清沢満之先生は「宗教は有限と無限との統一である」といわれます。有限な自分と無限なる阿弥

陀さまが一つになること。一つになることによって安心、信心、安寧というものを獲るというのが

宗教であると。これは一旦の定義で、素晴らしい定義だなと思います。これが具体的に形になって

いるのが儀式でしょう。一つの仏さんの方にみんなで向いて一つになる。そのことによって仲間が

できる、嬉しい気持ちになる。そういう人間的繋がりが感じられて、共同体というものを作る。そ

こに属することによって、自分自身の分離、寂しさというものを埋めていく。こういう団体の一員

である、そういう自分自身の位置、そういう肩書のようなことも、そういうところにつながってい

くんだと思います。そういうことで安心感を獲るということです。儀式はまさにそういうことを形

で示すものですよね。 

だから、その大事にしたいものに向かって体を制限するわけです。作法が堅苦しいとかといって、

我がまま勝手にしてはいけないわけです。こちらは、きちっとして、自分を制限することによって、

向こうと一つになる、またこちら側全体が一つになる。そういうようなことで、作法が細かく定め

られたのが儀式ということです。 

キリスト教はもっとはっきりしていて、ミサをした後にパンとワインをいただくのは、キリスト

の体と血をいただくわけです。それで一つになるわけです、キリストと。とっても原始的なんです

よ。教義とかいう以前の、もっと古い形を残しています。そういう意味で言うと、いまの浄土真宗

は本当にさっぱりした宗教ですよね。ドロドロした感じを嫌う。まあ、それだけでは解消しないよ

うなものが人間にあると私は思います。 

儀式というのはそういう、はたらきをもって、そういうことを繰り返すことによって、そこに帰

属しているという思いで、共同体の中で自分を見つける、そういうことがあるんだろうと思います。

だから葬儀をするということについても、儀式をするということについても、これは他の宗教と同
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じことをしているわけです。しかし、皆さんの中には浄土真宗は違うぞと、そういう思いもあると

思います。それは大事なことです。何が違うか。やっぱり手を合わせている対象、手を合わせると

いうこと、そういうことの意味が違う。ただし、やっぱり阿弥陀さまに手を合わせるという形にな

りますし、南無阿弥陀仏と、そうやって言葉で表現されます。これはある意味で言えば人間の限界

です。 

言葉で表現しなければいけないというのは、人間である我々の限界です。他の宗教と同じような

形態を取らなくてはいけないということです。だからある先生は、 「親鸞の限界はお念仏を捨てら

れなかったことなんだ」と、そういう言い方をされました。確かに明治以降、 「お寺や儀式という

ものは必要ないんじゃないか、親鸞の教えから考えればそんなものは要らないんじゃないか」、そ

ういう議論があったのも確かです。戦後の近代化というものの中で、同朋会運動の中で、古いもの

を捨ててきた。同朋会運動が悪いのではありませんよ、同朋会運動を実際にやってきた我々の中で、

古いものを捨てたら何かいいものになれるのではないか、そんな思いがずっとあったのだと思いま

す。僕の 10 年先輩の団塊の世代の人たちは、ものを壊しては捨ててきましたから、後にいる我々

は大変に苦労しています。本当に文句を言いたいぐらいなんですが。 

しかし、無くしたとしても結局、同じことなんです。無いといっても有るといっても、我々の考

え方です。だから我々の世界に阿弥陀さまが現れるというような、そういうような感覚を得られな

い限りは、我々の考えなんです。何か特別な阿弥陀さまがどこかにあるという、そういうのも我々

の考え方です。親鸞聖人は「自然（じねん）」という言葉でおっしゃられています。 

つねに自然をさたせば、「義なきを義とす」ということは、なお義のあるになるべし。 

             （『真宗聖典』第二版 738 頁） 

「自然をさたする」、つまり「私たちが自然を分別すれば」、自然は自然でなくなるのだと。だ

から、我々が全てを捨てたら自然になる、という考え、それ自体が不純なんです。色んな日常の中

に仏は現れてくださる、儀式という形の中に向こうから現れてくださっている、形にまでなってく

ださっている、お寺という形にまでなってくださっている、そういうような方向性と、感覚がご信

心ということかなと思います。 

人間の煩悩で表現されているものを全部なくしていったら、その先に何かあるんだというような

考え方が、そもそも我々の善悪です。親鸞聖人はそちらにいかなかった。阿弥陀さんに出あって戻

ってきたんです、煩悩が私なんだというふうに。煩悩をなくしたら私はいなくなる。そういう自覚

が信心である、そういう感覚、そういうところが浄土真宗が他と違うところです。 

手を合わせる先、それは真如。我々にとって現れる形であれば、縁起の道理に従って、というよ

うなことだと思います。我々にとって我々自身も実は存在していない。その時その時のご縁が自分

になっている。そういう形が真如の現れ。そういうふうに考えることができると思います。 
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宗教には儀式は付きものなのですが、そういう意味では、人間の存在の深いところに触れるよう

な表現なんだろうと思います。善くも悪くもです、悪用もできますし。ただ、そういう儀式などで

得られる感覚というのが、我々の存在のあり方に響くような、そういうものだったんだと思います。

そういうところで、自分が何かに所属していると言うか、自分が何者であるかということを考える。

キリスト教で言えば教会、たぶん昔の日本は村などの共同体とか、そういうところで確かめていた

わけですけれども、今の若い人たちは一体どういうところでそれを確かめるのだろうか。そういう

ことと、これからの儀式のあり方というのは、密接に関連していくべきであろうと思います。どう

いう世界が望まれているか、どういう世界が見えているのか。そういう辺りは耳を澄まして聞いて

いかなくていけないと思います。 

 

儀式、葬儀は句点「 。」 

儀式ということに続いて、葬儀について話します。浄土真宗の葬儀については「葬儀並びに葬儀

前後の行事について」という『真宗』の記事があります。昭和 47（1972）年 6 月ですから、ほぼ

50 年前です。50 年前に決められて、2021 年 1月 6 日に葬儀式「和讃」の男女の別というものを廃

止して、別の『和讃』が提示されました。 

葬儀の始まりが人間の始まりであるというようなことを話しましたが、葬儀というものの役割と

いうのは、亡くなった方のいなくなった世界を我々が生きていくためのものであると言えると思い

ます。かつては共同体というものが前提になっていましたから、その中の 1人が亡くなると、共同

体という一つの輪が崩れるわけです。昔は、農業、漁業などに従事する中では、たとえば米ができ

なければみんな飢えてしまうような、そういう中を生きてきた。一蓮托生というかたちで共同体意

識が強かったわけでしょう。共同体の中の一人が亡くなると影響が大きかったと思います。結びつ

きが強かったわけで、そういう共同体の中心にお寺があったんでしょう。そして報恩講を一緒にお

つとめしたりした。 

そういう共同体の中で一人の人が亡くなるということはずいぶん大きなことですよ。今はそうい

う感覚が薄くなってきたんですよね。共同体を作る人間同士のつながりが弱くなった、まさにそれ

が如実に表れていますね。家族が最後の共同体でしょうか。これからどういうふうになるんでしょ

うかね。この辺りも本当に考えながら、葬儀ということを考えなくてはいけないと思うのです。 

さてそういう共同体において、欠けた輪をつなぎなおそうとして儀式をするわけです。 

だから、葬儀というのは亡くなった人が生きていた世界、そこに句点 「 。」を打って、そこか

ら違う世界に移る、不連続に移るためにするわけです。その人がいた世界からその人のいない世界

に移る。こういうことをするんですね。文章における句点「 。」、それがまさに儀式です。 
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儀式というのは物事の最初や終わりに行います。開会や閉会の挨拶もそうですよね。例えば、最

初に 「真宗宗歌」を歌うことによって、その場所を聞法の場にする、そういう世界をつくる。まさ

に葬儀というのは、その人の生き死にに関わった上で、その人が亡くなった世界から、別の世界に

移っていく。この欠けた人はどうなっているか。私たちの言葉で言えば、浄土で仏さまになって見

ていてくださる。他の言い方では、星になったとか。 

それで、急にこういうふうに移るための儀式というのは、これは文化人類学とか民俗学でいうこ

とですが、この段差を埋めるためには、たくさんお金を使ったりするわけです。結婚式も同じこと

です。結婚式は逆に一人が共同体の輪の中に入ってくるわけです。入ってくるために、まず村の入

り口にバリケードをして、邪魔をして、子どもたちにお菓子を渡して、みなに挨拶をして、そして

ようやく結婚する家に入ってきてと、そういうようなことを昔はしていた。そういうことでたくさ

んお金を使うというふうな派手なことをすることによって、その段差を埋めようという、そういう

ことがされます。だから、今は変わってきていますが、葬儀にお金をかけるというようなことも実

際にありました。お寺さんに一番いい衣を着てもらうと、そういうような言い方もあったと思いま

す。 

そういうふうに葬儀というのは、その次の段階の全く違った世界にヒュッと移るというような、

そういう役割があります。もう一方で、輪が欠けていることにおける共同体の不調、つまり悲しみ

や不安を埋めていくという、そういう方向も当然持っているわけです。葬儀や中陰などの行事によ

って、欠けている輪を閉じてゆくわけです。 

僧侶の方は経験がおありでしょうが、また皆さんの中でそういう経験をされた方もいらっしゃる

かもしれませんが、小さいお子さんを亡くされた家庭の場合のお話です。まずお参りに行くと、子

どもだから、たくさんお菓子があがっていたりします。それから新しいお内仏になったりします。

そうやってたくさんお金をかける、気持ちをそこに注ぎ込む。しかし、時間が経つにしたがって、

そのたくさんあったお供えが少しずつ減っていって、ああ亡くなったんだな、と死んだことを受け

入れるというか、亡くなったお子さんが仏さまになったというふうに言ってもいいと思いますが、

そういうふうに輪は閉じてゆくわけです。そういうことをお手伝いするのが僧侶だと思います。 

そうならない例もあります。私の経験ですが、お子さんを亡くした御門徒が結局そのことを受け

入れられずに、精神的な病気になり、うちの父や兄とけんかをして、お寺との関係を断ってしまい

ました。それでも同じお東のいくつものお寺に行って、種々迷惑かけながら、聞法はしていたそう

です。その方はもう亡くなりました。うちに戻ってきたらいいなと思っていましたけど、そんなこ

とはないままでした。だから、それはある意味では失敗です、こちらにとっては。 

けれども、その人は閉じない輪を何とか埋めようとして、色んなことをした。そういうことが供

養という言葉でいえるんじゃないですかね。先ほど話しましたが、人間は供養するものだと思いま
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す。いいことしようと思うんです。解決策を考えて、何とか自分で解決しようとする、そういうも

のでしょう。そういうものが供養というような言葉になるのではないでしょうか。 

だから、握っていたものを手放して、向こうから照らされるような、そういうようなことになれ

ばいいんでしょうけど、そのようになったかどうかは知りません。しかし、逆に言えば、僕が失敗

と言うのもおこがましいことなのかなと最近思うようになりました。 

それは、そういう人が、自分は亡くなって息子が自分の心配をしてくれているんだなというふう

になるのが、我々で言えば成功でしょう。うまくいったということじゃないですか。満足するあり

方じゃないですか。その時は、僕にとってはそうはならなかったけれども、色々なことを教わった

ような気がします。それが失敗だと思うということも、どこか違うのだろうなと最近思うようにな

りました。 

もちろんその人は苦しいままだったかもしれません。でもその人は何とかしようとしていた。た

ぶん聞法していた。その何とかしたいという思いは、煩悩です。だからだめだと言ってしまってい

ませんか。では、それが失敗かどうか。その方と自分はどんなに違うかというと、そんなに違わな

い。それを失敗だと言っている時点で、善悪で見ているんだなということは自分自身で思うように

なりました。 

全ての人が念仏して仏になる、そういう存在として世界を見ることができるのか、ということが

皆さんに問われています。自分の見ているのは自分の世界ですからね。自分の中で、あの人は違う

人、あの人は念仏しない人と決めている。こういうことを言い出すと、子どもは念仏していないの

に浄土に往けるのかとか、そういう議論になります。それは分からないでもないです。しかし、全

ての人が念仏をして浄土に往くという、そういう存在が人間なんだというふうに自分自身が思える

かどうか、そういうことが問われる。葬儀とか年忌とかにしても、そういうことが問われるんだと

思います。 

欠けた輪を一つにしたい、それには南無阿弥陀仏ですよ、と話して、ああそうかと言ってもらえ

たら、こんないい話はないわけですけど、そんなことはまず起きない。 「寄り添う」というような

言い方をしますけど、寄り添うなんてそんな簡単な話ではないですよ。結局、われわれは善悪で判

断して、これはダメ、これはいいというふうな形で見ていますから、そうそう簡単に寄り添うなん

てことはできないのではないですか。もちろん寄り添うということがダメだと言っているのではな

いんです。そういう試みが違うと言っているわけでもありません。けれども、簡単なことではない

と思います。それは、自分自身がどうなのかと胸に手をあてて考えたら分かるのではないですか。

だから結局、自分で何とかしようとしている間は同じなんですよ。そうかと言って、阿弥陀さんが

全部救ってくださるから、今の世の中そのままでいいのだとか、そういう意味ではありません。た

だ仏教としては、我々の思いとは別の世界があると、真実の世界があるということに、どれだけ我々
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は信を置くことができるか。そんなこと信じてはいないんでしょう、私たちは。そのことが問われ

ているのだと思います。 

 

 

葬儀の形 

『真宗』の昭和 47 （1972）年 6月号の紙面を資料として出しました。「葬儀並びに葬儀前後の行

事について 式務部」とあり、 

葬儀式 第一 

従来通りの棺前勤行・葬場勤行を別に行なうものである。 

葬儀式 第二（告別式形式） 

棺前勤行・葬場勤行を一貫して行なう、いわゆる告別式の形式を示したものである。 

と、二つの形式が示されています。昭和 47 （1972）年の時点では、まだまだ野辺の送りというもの

が色んな地方に残っていたと思います。葬儀の形は宗派を問わない。その人のお家でお別れ勤行を

して、葬列があって、葬場で勤行すると。それで、葬場で埋葬するとか火葬するということが葬儀

だったんです。そこでお勤めする、葬儀は本来そこのことだけを言います。今は枕勤めから、通夜

など全部入れて葬儀だという感覚ですが、もともとの葬儀は葬場で行うものですね。葬場といって

いますから、そこが葬儀の場所です。 

基本的にはそこでは本尊を安置しないというのが昔のあり方です。いろいろな考え方があって、

葬場の中に南無阿弥陀仏という塔を立てている人たちもいますし、今だと三つ折本尊を安置したり

します。ただ、本尊を安置しないというのは葬場の向こうは浄土だからという理解によるのだと思

います。その浄土に阿弥陀さまがいらっしゃるから、本尊の安置は必要ないと、いうことだ思いま

す。亡き方を浄土に送るのが浄土真宗の葬儀ですから。 

そして、葬列というのも大事にされていました。僕が子どもの頃にはもう葬列はありませんでし

た。それは、火葬場が町営とか市営のものに変わっていって、バスで行くから葬列がいらなくなっ

た。今は完全に葬列はないし、土葬もないし、考え方が変わっているわけです。 

浄土真宗の行事は基本的に本山に準ずる形の儀式が多いわけですが、葬儀に関しては違います。

葬儀というのは各地域でやり方があります。しかし、先ほども申し上げましたが、基本は次の三つ

です。自分の家でお別れ勤行をして、野辺の送りをして、葬場で葬儀をする。これが最も基本的な

ものです。本山でも、そういう形は守ろうということで明治以降の葬儀ではいろいろな工夫がされ

ました。 

京都市花山（国道一号線のトンネルの上の南方）に、明治 11年（1878）東西本願寺が恒久的な火

葬場を設けました。昭和 6 年（1931）には京都市に譲渡されました。本願寺 22 世現如上人の葬儀
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は、大正 12年（1923）ですから、その火葬場が使われました。しかしながら、それ以前になされて

いたように、本願寺の敷地のはずれにも火葬場を作りました。ほぼ過去の実物にならったもののよ

うです。御影堂で棺前勤行がなされた後に、葬列を行い、その火葬場で葬場勤行、火屋の儀式、た

いまつの作法などが旧例に随って行われました。そういう儀式をしたあとに、車で花山の火葬場に、

遺骸を運び、荼毘に付したわけです。 

ですから葬列はできたわけです。そして、そこで葬場勤行もできたわけです。過去のやり方を踏

襲するためにわざわざ使わない火葬場を作ったのです。 

僕が子どもの頃には、村の火葬場というものはもう使われなくなっていたので、告別式形式とい

う形で葬儀をしていました。三匝の時に茣蓙を敷いて、導師が新しい足袋でスリッパ （本来は浅沓）

を履いて、曲禄を下り、歩いて前に出て焼香していました。葬儀ごとにそのための新しい足袋がも

らえるんです。これは野辺の送りを表しているわけですね。スリッパや茣蓙は野外で行われている

ことを示しています。今はその形もなくなりました。地方ごとにいろいろあると思いますが、そこ

にお参りしている人たちは導師が焼香に歩いていく姿を見れば、ああこれが葬列、野辺の送りを表

しているんだなと分かったわけですよ。野辺の送りというのはその家の格なども表しますし、たく

さんお金をかけることもあった。そういう意味で、よくも悪くも大事にされていました。そういう

経過でもって、この方は亡くなった、浄土に行かれたと、そういうことも十分に感じられるような、

そういう形で葬儀はされるわけです。 

だから、家でお別れ勤行をして、野辺の送りをして、葬場で葬儀をする、これが葬儀の基本なん

です。ところが今はもう、資料にある「葬儀式 第一」のように棺前勤行と葬場勤行を別に行うこ

とは、ほとんどないでしょう。最初に野卓を作った上で、そこで棺前勤行も葬場勤行もお勤めする

ことが多いと思います。もちろん葬儀場でやるような場合でも、ちょっと荘厳を変えるようなこと

もしたりする場合もあるようですけれども、基本的に 1つの場所で行われます。 

 

通夜は、資料（『真宗』の昭和 47（1972）年 6 月号）にある 50 年前は、まだちゃんと古い考え

方で説明してあります。資料を見ると「葬儀前後の行事」として通夜が揚げられています。だから

通夜は葬儀と別のものだということが、はっきりといわれています。 

通夜というのはいろいろな位置づけがあります。昔は医学が今のように進んでいませんから、亡

くなったと思われた方が、生き返ることもあります。だから一晩は必ず置く。その間に一緒にいる

ことによって死が深まる、そういうこともあると思います。そして次の日、僧侶の仕事は朝行って、

白布をめくって、亡くなりましたね、では葬儀をしましょうと。僧侶というのは昔は戸籍を管理し

ていた。その方が亡くなったかどうかを決めて葬儀をするのも僧侶の仕事なんです。 
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だから、そういう意味から言うと、形式上は通夜まではまだ生きている、ということになります。

東海のある地区では通夜の時は、棺は同行の方と同じく、お坊さんの後ろ、葬儀の時に棺を前に置

くといいます。 

だから、亡くなった次の日の、葬儀の朝までは生きている、そういう形です。それで、その亡く

なってゆく方が最後の説法、臨終説法をしてくださいとお願いする、その亡くなってゆく方の主催

する最後の法座ということが枕勤めの意味だと思います。だからその時に、生きている人にするよ

うに帰敬式をすると、そういうことが考えられています。実際に江戸時代などは、本当に死という

ものはその場で確定できませんからね、今では、医者が亡くなったというから枕勤めに行くわけで

すけど。 

そして通夜は、亡き方をみんなで見守るというようなことだったんです。お坊さんが通夜に行か

ないようなところも、今でもあるわけですね。コロナで通夜というものがもう一気に意味を失くし

たというか、一座の葬式というのが多くなりました。しかし、元に戻ったんだと考えれば大したこ

とではありません。この一座というものを大事にしていただければなというふうに思います。通夜

が盛んになったのは、世の中が変わって、夜だから来られるという方もいて、たくさんの人がお参

りするということもあってだと思います。 

今では、通夜も葬儀の一部だと考えられていて、葬儀式という言い方で全体を包むようになって

います。しかし、もともと通夜は「葬儀前後の行事」として葬儀とは別に考えられていたわけです。

もともとの葬儀のかたちを思っていただければいいのではないかと思います。 

 

そもそも、長い歴史のある葬儀を仏教、浄土真宗が担うようになって、たかだか八百年だと思い

ます。昔から仏教が葬儀をしているかのように思われるかもしれませんが、貴族の宗教としての仏

教は葬儀を簡単にはしないんです、死は穢れという考えですから。まして神社が葬儀をするように

なったのは明治以降です。明治以前に神社が葬儀をするわけがないんですね、死の穢れというもの

を嫌ったのが神社ですから。特に鎌倉仏教が庶民の間に広がったのは、葬儀というものをしたから

だというような研究もあります。確かにそういうようなこともあるのかもしれません。 

従来、別に行われていた棺前勤行と葬場勤行を一つにして、今では葬儀として行っています。棺

前勤行の最後と葬場勤行の最初に「三匝」があって、続いて「導師焼香」があるのですが、焼香の

場所からが葬儀場でのお勤め、葬場勤行という形なんです。導師が前のほうに歩み行くというのは

葬列を組んで歩いたという形を表しています。そして、続いて弔辞があるのは、そこから葬儀が始

まるからなんです。 

それが、いま言ったように棺前勤行から野卓の前で行うという形になってしまって、葬列という

ものが、分からなくなり、必要なくなったように思われた時に、ではどうしたらいいのか。そうい
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う問題があると思います。どういうふうに考えて、どういうふうに行っていったらいいのかなと思

います。新しい形の葬儀式ということを考えなければいけないのではないかということですが、名

古屋教区教化委員会「真宗の葬儀 実行委員会」が作成した『葬儀社との対話の報告書』の中に、

「現代に合った温かな豊かな葬送の形」という言葉がありました。どういう形がいいのか。共同体

が無くなってきて、どういうものを我々は求めているのか。それは、一つの考え方としては、共同

体というものを我々がどう考えているのか、そういうことが反映されるべきであると思います。家

族が最後の共同体だと考えるとすれば、そういうところに合わせて葬儀の形というものを考え直し

ていかなければいけないと思います。形が変わることはそんなに恐れなくてもいいのかもしれませ

ん。ただそこで 『正信偈』を読んでいるとか、『勧衆偈』を読んでいるとか、そういうことが大事

です。他の宗派と違うところ、南無阿弥陀仏の葬儀である、そういうことは忘れるわけにはいきま

せん。ただ、形としてはいろいろあっていいのかなというふうに思います。 

 

ご縁が自分になっている 

供養ということは、輪廻的、善悪生死的思考ということを基盤に成り立っていると思います。 「生

死」という言葉は、死んで生まれ変わるという 「輪廻」のことを指すのが普通です。浄土真宗では、

善悪生死というのは、善悪の中で生き死にをしている、この我々の世界のことだけを言っているむ

きがあるかもしれませんが、生死という言葉にはもともと輪廻という意味がつきまとっています。

死んでは生まれ変わるという、人生をまたぐような形で、善いことをすれば善い生まれ変わりがあ

るというような、そもそもそういうことを生死といういい方で話していました。今の人は輪廻とい

うようなことは信じていない人が多いわけですから、余計に 「輪廻」と「生死」が離れているんで

すね。 

お釈迦さまにマールンキヤプッタという弟子が、人は死んだらどうなりますかと尋ねるというお

経があります。それは、 「十四無記」といって釈尊が答えを記すことが無かった十四の質問につい

て説かれている経典です。その十一番目からの質問は、「人は死後存在するか」「人は死後存在し

ないか」「人は死後存在し、かつ存在しないのか」「人は死後存在せず、かつ存在しないのでもな

いのか」の四つです。 「これを答えてくださらなければ、私は弟子であることをやめます」と言っ

て、お釈迦さまに十四の質問をしたんです。それに対してお釈迦さまが、 「いったい君は自分を何

者だと思ってそんなことを言うのか」と叱られた。そういう質問です。 

この質問の背景をお話ししますと、当時の釈尊の仏教、それから外道といわれるたくさんの新し

い宗教、沙門の宗教といわれますが、六師外道などもそうです。それらはみんな、ある問題に対す

る解答を探していた宗教の流れなんです。仏教もそうです。それは、輪廻から解脱する、というの

が基本的な問題だったんです。それに対して六師外道は、人が善いことしようが悪いことしようが
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結果は関係ない、だから輪廻なんかない、というような者や、輪廻は繰り返すだけ繰り返せばみん

な同じように解脱をすると主張しました。だから、この質問は当時の時代を表す大きな問題なんで

す。 

輪廻をどう捉えるかということによって各宗教の特徴を示したわけです。みんなの課題はそこに

ありました、それがお釈迦さまの当時の宗教の様子です。六師外道と「師」というのは、お釈迦さ

まが、教えられたこともあったということだと思います。そういうことが前提になっているわけで

す。たくさんの外道の教えがあったんです。外道六十二見、九十五種の外道など、たくさんの答え

があったのです。どうしたら輪廻から自由になれるのか。 

だから、解脱という言葉は仏教の言葉ではありません。当時のインド宗教の共通の言葉です。だ

から仏教というのは、それらと別にあったわけではないのです。そういうインド宗教の中の一つと

してあった。今ではシーク教とかジャイナ教とかも別々の宗教みたいになっていますが、しかし、

もしかしたらインドの人たちからしたら、それら全てが、婆羅門世界の中の一つの宗教と思ってい

るかもしれません。特に仏教は最終的には婆羅門教の中に、今でいえばヒンズー教ですが、その中

に吸収されていきました。だから、お釈迦さまの経典の古いところを探っていくとお釈迦さま以前

にまで遡ってしまうんです。 

お釈迦さまの言葉で、きちんとした修行者のことを 「沙門、婆羅門」と言っています。だから婆

羅門世界であるということを前提の上でお話が進んでいるんですね。その中でこういう質問がされ

ているわけです。 

人は死後どうなるのか、 「生まれ変わるのか、死んで終わるのか、その両方の人がいるのか、そ

れともどっちでもないのか」と。普通はそのどれかに答えがあるんですが、お釈迦さまは答えなか

った。簡単に言うと、 「お前は、自分が今いると思っているだろう」ということを考えていたと思

います。 

お釈迦さまの輪廻に対する考え方は、 「輪廻は苦である」、 「そこから解脱した境地は涅槃とい

う寂静の境地である」、「なぜその涅槃が得られるか、実は輪廻するようなものは何ものもない、

無我なのだ」、だから「涅槃にいたる」、ということです。 

もちろん輪廻を前提として生きている人たちに対して、最初から「そんなものはないんだよ」、

という言い方はしていないんです。それは「苦だ」とおっしゃったわけです。 

また、人間が流転輪廻することには理由がある、ということをはっきりとおっしゃっています。

それは例えば、無明を始めとする十二支縁起では、無明の展開から苦への帰結という形で我々の存

在を見ています。無我だから無いわけですが、しかし、迷っている私がやっぱりいるわけです。そ

れは無明ということに依っているわけです。無明というのは先ほどの〝二の世界〟ですよ。我と我
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所、そういう形で自分自身を正しいものとして疑うことができない、そういうあり方。それから、

世界を自分の眼で見てつくっていくというあり方、それが無明なんです。 

そもそもこれはつくられたものだ、だからそんなものは無いんだと言ったら簡単な話ですが、迷

いも迷いとしてある。親鸞聖人は宿業という言葉でいわれます。無始爾来の輪廻、我々は世界中の

歴史を背負って一人一人迷いの存在として生きている。私一人が救われれば全ての人が救われる可

能性がある、それが仏教だと思います。皆さんそれぞれ〝苦悩の代表〟です。同じです。一切違わ

ない。そういうことをはっきりいっているのが親鸞聖人だと思います。特別な人はいない。人間み

んな、宇宙が始まってからの歴史を背負って迷って存在している。そういうようなことだと思いま

す。無いものを有るとして生きている、私というものに執着して生きている、私というものは仮の

存在であるのに。 

だから、供養をしてください、という人に対して、それは死んで生まれ変わるみたいなことを考

えてるんでしょう、ということを考えてしまいますが、しかし、死んで生まれ変わるという考えも、

死んで終わりだというあり方も、同じ迷いなんです。いま私があると思っていて、それが死んで無

くなるのか、続くのか、それだけの違いです。有無の見です。何か善いことをすれば善い結果が出

る、そういう私が続いている、そういう考え自体が迷い、というか、人間そのもの。迷いと言った

らダメみたいに思いますけど、いや、ダメなんですが、お釈迦さまから見たら。しかし、それ以上

でも以下でもないんですよ、我々は。そういう我々であるということを知る。 

マールンキヤプッタは、お釈迦さまに本当に聞きたかったんだと思いますよ。お釈迦さまが答え

ていなかったから。 「君はいったい自分は何者だと思っているんだ。君の言っているのは、矢が刺

さっているのに矢を抜かないで、この矢の毒は何だとか、矢を射た人は誰だとか、矢は何でできて

いるのかと言っているのと同じことだ、だから死んでしまうよ」、というふうにお釈迦さまはおっ

しゃっています。 「私がいる」ということを全然疑いもしないで、それがどうなるかと言っている、

その人に、 「君はいったい自分は何者だと思ってそのことを言うのか」、といって叱ってらっしゃ

る文章です。 

葬儀も供養というような言葉でいわれることがあります。我々は供養し続けるんですよ。善いこ

とをしようと思って頑張るんですよ。善いことをすれば善い結果がおこる。善悪で生きています。

けれども、それが迷いであるということが分かっているかどうか。 

そして、それに対して 「浄土真宗では供養はしません」という言い方の中にも、同じような迷い

が含まれているのではないかと思うわけです。 

例えば、ある人をどんな人間かと説明するとしたら、彼はこんなことしている、こんなことを話

している、どういう人と付き合っているとか、そういう形で、行動とか態度とかなどを述べて、そ

れら全体でその人のことを表現します。無我というのはそういうことです。その人自身がいて何か



  

21 

ご縁を受け取っているのではなくて、そういうご縁がその人になっている。ご縁をいただくんじゃ

ありません、ご縁がその人になっている。だから、ある人にとって身近な誰かが亡くなったという

のも、そのご縁の一つです。自分になっているご縁の一つです。その亡くなった人も含めて自分な

んだということです。 

それを我々は、自分になっているご縁とは別に、もともと自分がいるというような考え方で、自

分がいて、亡くなった別の人がいると考えてしまう。そういうことで、あなたが亡くなった人のこ

とを思うのは迷いですよ、と簡単に否定してしまう。我々僧侶が自分の善悪、自分の浄土真宗で、

そんなことはしません、と簡単に言ってしまう。 

先程も言ったように 「寄り添う」ということは難しい。その人がどんなご縁ででき上がっている

か。自分自身がどんなご縁ででき上がっているか。それで、そのご縁がなくなったら何も残らない

というのが無我ということです、それが仏教です。我々は、自分がいてご縁をいただいていると思

っていますが、そのいただく私もそこにできたものです。中心は一つもないというのが仏教です。

縁の集まりが人間だ。まあ親鸞聖人があんまり無我とかおっしゃっていませんので、それは浄土真

宗とは違うと言われることもありますが、けっしてそんなことはありません。 

迷っている自分がいる、というようなところに逆に執着しているようなことはないですか。真宗

を聞いている中で。そういうものも手放してみなさい、けれども手放してもやっぱり残っている、

何かそんな感じじゃないんでしょうか、浄土真宗というのは。 

新しい葬儀をつくっていくという課題がありますが、私たち真宗の僧侶の葬儀に対する関心は、

「いま生きている人」にしか向いていないのではありませんか。亡き方も含めて「その人」です。

そういう関係性だけが、自分自身なのであって「人がいて関係を作っている」のではないのです。

親鸞聖人もこうおっしゃっています。 

さるべき業縁のもよおせば、いかなるふるまいもすべし 
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と。自分は何をやるか分からない、ご縁が自分になるからだと。だから、人間というものは関係の

中で、いただくご縁によってできているんだと、そういう言葉だと思います。 

最後になりますが、 「葬儀を執行する僧侶自身（私自身）が浄土真宗を本当の拠り所としている

のか問われているのだと思う」と、名古屋教区教化委員会「真宗の葬儀 実行委員会」が作成した

『葬儀社との対話の報告書』に書かれています。まことにその通りだと、僕は思います。そういう

中で新しいものが生まれてきたらいいなと思っています。 

役に立つ話はあまりできませんでした。すみません。これで終わります。お聞きいただいてあり

がとうございました。 


